
期には「氵」に作ることも多い。
【凄】2011年に人名用漢字から常用漢字になった。説文には
なく、「淒」を用いる。「凄」と「淒」は異体字。五経文字も
「氵」の「淒」を摂っている。日本では「冫」の「凄」。現代
中国も「冫」の「凄」を摂っている。

【冨】干禄字書では〈俗〉となっている。正（統）字体は「富」。
漢代は「穴カンムリ」とする字体があった。
【冴】使用例がみつからない。書道字典に親字さえない。漢和
字典には「冱」の異体字とある。
【冶】2011年に人名用漢字から常用漢字に変更になった。

【冷】干禄字書と五経文字の字体は点の位置が異なる。拓本の
五経文字と江戸版本とは最終画が異なる。
【准】「准」は説文になく、「準」を用いる。大徐本と段注本で
は字体が微妙に異なる。干禄字書では「準」を〈正〉、「准」
を〈通〉としている。五経文字も「準」をあげている。江戸

冨
富

冬

冴
冶

冷

准
準

凄
淒

フ
フウ
とみ
とむ

フ
フウ
とみ
とむ

トウ
ふゆ

コ
ゴ
さえ
さえる

ヤ
いる
とける
なまめかしい

レイ
さます・さめ
る・つめたい・
ひえる・ひや・
ひやかす・ひ
やす・すずし
い

ジュン
なぞらえる

ジュン
なぞらえる
のり
ひとしい

セイ
すごむ
さむい
すごい
すさまじい

人①

教 5常①

教 2常①

人①

人→新①

教 4常①

常①

教 5常①

新①

粘葉本朗詠

墨流本朗詠

藤原定家
熊野御幸記

日本永代蔵

心学心得艸

節用

再板農業全書

冖 9

宀 9

冫 3 康煕古文

古文

弘道軒

不折俳画 明治の漢字 ○

×

江戸干禄〈俗〉

五経〈訛〉

富
現代中国

富
現代中国

冬
現代中国

金文

郭店楚簡

郭店楚簡

上海楚竹書

甲骨

侯馬盟書

睡虎地秦簡

侯馬盟書

金文甲骨

金文

睡虎地秦簡

戦国・金文

睡虎地秦簡

大徐古文子弾庫楚帛

大徐・宀部

大徐・仌部

馬王堆

馬王堆

三老諱字忌日記

霊臺碑

熹平石経

熹平石経

熹平石経

智永千字文

淳化閣帖

智永千字文

興福寺断碑

高貞碑

元暉墓誌

于纂墓誌

大般涅槃経 38

張猛龍碑

管蔡世家残巻

孟法師碑

孟法師碑

干禄字書

五経・宀部

九経・冫部

法華義疏

大聖武

大聖武

王勃詩序

関戸本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑱

後花園天皇

節用

節用

算法地方大成

人道俗説弁義

冫 5

冫 5

冫 8

水 10

冫 8

氵 8

國定教科書

明治の漢字

江戸五経・冫部

干禄〈通〉

冴
現代中国

冶
現代中国

冷
現代中国

准
現代中国

凄
現代中国

金文 戦国・金文

包山楚簡

上海楚竹書

大徐・仌部

大徐・仌部

大徐・水部

段注・水部

大徐・水部

馬王堆 開通褒斜道刻石

桐柏廟碑

前秦・広武将軍碑陰

淳化閣帖 何如帖

唐雲墓誌

元誘妻馮氏墓誌

泉男生墓誌

温彦博碑

李媛華墓誌

九成宮

五経・冫部

干禄字書

五経・冫部

干禄字書

江戸五経・水部

江戸五経・水部

王勃詩序

王勃詩序

杜家立成

聾瞽指歸

66 67

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【冖】冨
9
【冫】冬

3
冴
5
冶
5
冷
5
准
8
凄
8

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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字）としている。「処」は「處」の略字ではなく古代からある
異体字で金文にも「処」と思われる字体がある。「処」「處」
それぞれに正字体と通用体がある。馬王堆の字体が「処」の
通用体。五経文字で〈俗〉としている字体が「處」の通用体。
漱石は「処」「處」両方の字体を使うが、「処」の使用は「と

ころ」と訓読みする場合の1度だけ。音読み及び熟語での使
用は「處」を使う。

【凍】説文では「冫」だが漢代の武威漢簡、北魏の唐雲墓誌は
「氵」に従っており、干禄字書も「氵」を〈正〉とし、「冫」
を〈俗〉とする。九経字様では説文篆文に従って「冫」の字
体を載せている。我が国では「冫」に従った字体が標準。
【凌】通用体では旁を「麦」とすることが多く、文部省の漢字

整理案でもこの字体が検討されたことがあった。偏を、誤っ
て「氵」にすることがあるが、「凌」と「淩」は別字。
【凝】説文では「凝」は「冰」の俗体だという。干禄字書では
「氷」を「冰」の〈通〉としている。
【処】説文では「処」を親字として掲げ、「處」を或体（異体

凋

凍

凌

凝
冰

凡

処
處

チョウ
しぼむ

トウ
こおる
こごえる

リョウ
しのぐ

ギョウ
こらす
こる

ボン
ハン
およそ
すべて

ショ
おく
おる
ところ

①

常①

人①

常①

常①

教 6常①

粘葉本朗詠 節用

節用

農家用文章大全

冫 8

冫 8 陸軍

干禄〈俗〉

冻
現代中国

凌
現代中国金文

大徐・仌部

大徐・仌部

大徐或体

武威漢簡

書譜 東方朔画賛

唐雲墓誌

泉男生墓誌

江戸五経・冫部

干禄字書

九経・冫部

干禄字書

五経・冫部

趙志集

杜家立成

粘葉本朗詠 開化一寸用文 冫 8 五経文字

凋
現代中国大徐・仌部 張表碑 道因法師碑 干禄字書 性霊集

元暦萬葉①

墨流本朗詠

墨流本朗詠 書札節用文章

節用

節用

几 1

几 3

虍 5

教科書

漢字要覧

教科書

陸軍

陸軍

干禄〈俗〉

江戸五経〈訛〉

五経〈俗〉

凡
現代中国

处
現代中国

甲骨

金文

金文

散氏盤

石鼓文

包山楚簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

銀雀山竹簡

古璽

古璽

古璽

大徐・二部

大徐・几部

大徐或体

馬王堆 居延漢簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

史晨後碑

史晨後碑

曹全碑

閣頌抄

尹宙碑

書譜

十七帖

集字聖教序

集字聖教序

鄭羲下碑

天柱山銘 北魏・魏霊蔵造像

中岳崇高霊廟碑

水牛山般若経碑

弔比干墓文

爨宝子碑

破邪論序

雁塔聖教序

干禄字書

五経・二部

江戸干禄

江戸五経・虍部

法華義疏

王勃詩序

再板農業全書元暦萬葉④ 冫 14

凝
現代中国

金文 大徐俗体

大徐・仌部 段注・仌部

段注俗体 粘葉本朗詠太妃侯造像記 五経・冫部 干禄字書北海相景君碑陰 九成宮 聾瞽指歸 干禄〈通〉

十七帖 集字聖教序 高慶碑 北魏・諮議元弼墓誌孔子廟堂碑 聖武天皇雑集五経・冫部

68 69

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【冫】凋
8
凍
8
凌
8
凝
14
凡
1
処
3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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世の文書に使用例がある。
【凸】ほとんどの書道字典には不掲載だが、唯一『五體字類』
第三版に「宋人」の書として1例掲載されているが、出典が
確定できないので本書には載せなかった。

【凰】干禄字書では「凰」を〈俗〉、「皇」を〈正〉とする。
【凱】説文には載っていない字で、篆書ではかわりに「豈」を
使う。「愷」も意味の近い字らしく、説文は「豈」を「還師振
旅樂也」、「愷」を「樂也」とする。
【凹】ほとんどの書道字典には不掲載だが、唯一『五體字類』

第三版に「懐素」が掲載されている。
【出】「山」が2つと解する字体は南北朝期に出現するが、こ
の字体は九経字様では「訛」としている。『陸軍幼年学校用字
便覧』では「山」の下に「々」を配する字体が掲載されてい
るが、実際の使用例は未見。「山」の下に点を2つ書く例は近

常①

凧
凪
凰
凱

豈

愷

凶
凹
出

凸

たこ

なぎ
なぐ

オウ

ガイ

ガイ
キ
あに

ガイ
たのしむ
やすい
やわらぐ

キョウ
わるい

オウ
くぼみ
くぼむ

シュツ
スイ
だす
でる

トツ

人①

人①

人②

人①

②

③

常①

常①

教 1常①

国字

節用

几 9

几 10

国字

凰
現代中国

凯
現代中国禮器碑陰 敬史君碑

乞伏宝墓誌

崔敬邕墓誌

泉男生墓誌

江戸干禄 江戸干禄〈俗〉

王勃詩序

藤原忠親

元暦萬葉②

藤原行成

節用

節用

凵 2

凵 3

凵 3 陸軍

陸軍

江戸干禄〈通〉

唐・懐素

江戸九経〈訛〉

凶
現代中国

凹
現代中国

出
現代中国甲骨

甲骨

大克鼎

子弾庫楚帛

侯馬盟書 子弾庫楚帛

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡石鼓文

大徐・凶部

大徐・出部

馬王堆

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

熹平石経

西狭頌

曹全碑

禮器碑

十七帖

王献之

集字聖教序

爨龍顔碑

張猛龍碑

皇甫鱗墓誌

等慈寺碑

九成宮

九成宮

雁塔聖教序

江戸干禄

干禄・序

九経・雑辨部

性霊集

王勃詩序

粘葉本朗詠 謹身往来 豆 3

心 10

岂
現代中国

恺
現代中国

古璽

睡虎地秦簡

信陽楚簡

大徐・豈部

大徐・豈部 元暉墓誌

北海相景君碑

張遷碑

淳化閣帖

淳化閣帖

蘭亭叙 敬志君碑

天柱山銘

孔子廟堂碑

皇甫誕碑

干禄・序 王勃詩序

凵 3

凸
現代中国

70 71

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【几】凧
3
凪
4
凰
9
凱
10
【凵】凶

2
凹
3
出
3
凸
3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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る。草書の書き方の影響を行書、楷書が受けたのだろうか。
その字体は干禄字書で〈通〉とされている。この字は文字通
り分けるのだから、本来、上部の屋根がくっついてはいけな
い。くっつく字体は江戸に現れる。そのいけない字体を漱石
が踏襲しているが、同時に草書の字体も使っている。

【函】説文篆文には2種の字体がある。1つは「マ＋囗＋￥」、
もう1つは「肉＋今」の字体。「マ＋囗＋￥」と「函」は字体
が一致しない。白川静説では「マ＋囗＋￥」と「函」は元々
は別字で、発音が同じために混用されたとする。「肉＋今」の
字体は楚上海楚竹書などの楚の字体と馬王堆にある。日本の

人名用漢字の字体は康煕字典に由来し、現代中国の字体は唐
代の楷書に由来するようだ。
【刈】説文では「乂」の或体となっている。日本では「刈」に
くさかんむりをつけて「苅」の字体を使うことが多い。
【分】この字の「刀」は南北朝期あたりに書き順と字体が変わ

函
凾

刀
刃
刄

刈
苅

乂

切

分

カン
はこ

トウ
かたな

ジン
ニン
は
やいば

ガイ
かり
かる

セツ
サイ
きる
きれる

フン・ブ・
ブン・わか
つ・ わ か
る・わかれ
る・わける

人①

②

教 2常①

常①

②

常①

①

②

教 2常①

教 2常①

粘葉本朗詠

元暦萬葉①

尊円親王

節用

節用

節用 節用

農家用文章

凵 6

刀 0

刀 0

明治の漢字

○

干禄〈通〉

函
現代中国

刀
現代中国

刃
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

金文

毛公鼎

殷・金文 睡虎地秦簡

上海楚竹書

戦国・包山楚簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

上海楚竹書

大徐・ 部

大徐俗体

大徐・刀部

大徐・刃部

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

上孫家寨漢簡

新居延漢簡

十七帖

孝女曹娥碑 金光明経②

元暉墓誌

孔子廟堂碑

樊興碑

裴休
圭峰禅師碑

泉男生墓誌 .

皇甫誕碑

干禄字書

五経・刀部

畫圖讃文

伊都内親王願文

性霊集

王勃詩序

法隆寺献物張

元暦萬葉① 平安・元暦萬葉①

平安・元暦萬葉②
太政大臣殿
歌合⑩

墨流本朗詠

粘葉本朗詠

再板農業全書

農稼行事

節用

刀 2

丿 1

刀 2 教科書 干禄〈通〉

刈
現代中国

苅
現代中国

乂
現代中国

切
現代中国

甲骨

甲骨

大徐・丿部

大徐或体

大徐・刀部

段注・刀部

武威漢簡

白石神君碑

陽三老石堂 淳化閣帖 集字聖教序

集字聖教序

天柱山銘

張聖墓誌

牛闕造像記

等慈寺碑

皇甫誕碑 干禄字書

九経・刀部

王勃詩序

王勃詩序

粘葉本朗詠 節用

節用

刀 2 陸軍 干禄〈通〉

分
現代中国甲骨 金文

子弾庫楚帛

睡虎地秦簡

大徐・八部

泰山刻石 馬王堆

馬王堆

馬王堆

石門頌

曹全碑

尹宙碑

集字聖教序 東方朔画賛 牛闕造像記

元祐墓誌

張猛龍碑

九成宮 干禄字書 王勃詩序

72 73

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【凵】函
6
【刀】刀

0
刃
1
刈
2
切
2
分
2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



の印刷字体ではまっすぐなのと左にながす例が半々くらい
だった。文部省活字も当用漢字表も左に流している。

【刑】説文に「剄（くびきる）也」とある。説文には別に「井」
に従う字があり、「罰辠（罪）也」とある。
【初】南北朝から誤って示偏が書かれることが多くなる。法華
義疏では偏に「禾」を書いている。江戸版本では示偏が圧倒
的で、衣偏の使用例がみつからないほど。漱石は示偏を書い

ている。法輪寺切は示偏だとしてもおかしな字体。
【判】偏の縦線は唐代まではまっすぐに書き、左に流すもの
ではなかったようだ。左に流している例が確認できるのは北
宋。日本でも上代ではまっすぐに書いている。康煕字典は
まっすぐだが、現代中国の印刷字体は左に流している。日本

刊
栞

刑
𠛬

列

初

判

カン
きる
けずる

ケイ
のり

レツ
つらなる
つらねる

ショ
うい・そめ
る・はじめ
はじめて・
はつ・うぶ

ハン
バン
わける

教 5常①

人②

常①

教 3常①

教 4常①

教 5常①

大徐篆文 魯峻碑 泉男生墓誌 .

粘葉本朗詠 出世太平記

刀 4

刀 6

刀 4

康煕古文

明治の漢字
〈許容字〉

明治の漢字
〈標準字〉

陸軍〈本字〉

刑
現代中国散氏盤

曽侯乙墓古璽

睡虎地秦簡 大徐・刀部

大徐・井部

郭店楚簡金文

馬王堆

武威漢簡

韓仁銘

熹平石経

智永 智永 鄭羲下碑 孔子廟堂碑 聾瞽指歸

農家調宝記
嗣篇 刀 3

木 6

明治の漢字 ○

刊
現代中国睡虎地秦簡 大徐・刀部

大徐・木部

北海相景君碑

曹全碑

鄭羲下碑

道因法師碑

王居士塼塔銘

孔穎達碑

九経・木部〈説文〉

九経・木部〈隷省〉

趙志集

元暦萬葉④

元暦萬葉⑥

平安・法輪寺切

元暦萬葉①

元暦萬葉⑲

女消息往来

節用

節用

節用

刀 5

刀 5

○

× 北宋・米芾

初
現代中国

判
現代中国

甲骨

甲骨 殷・甲骨

金文

金文 周・金文

睡虎地秦簡

上海楚竹書

大徐・刀部

段注・刀部

大徐・刀部

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

禮器碑

尹宙碑

書譜 蘭亭叙 張猛龍碑

鄭羲下碑

馮季華墓誌

馬鳴寺根法師碑

孔子廟堂碑

化度寺碑

九経・衣部

干禄・序

法華義疏

王勃詩序

最澄・招来目録

元暦萬葉① 節用 刀 4

列
現代中国睡虎地秦簡 大徐・刀部

銀雀山竹簡

漢・敦煌漢簡馬王堆

馬王堆

夏承碑

曹全碑

張景造土牛碑

漢・北海相景君碑

智永 蘭亭叙

蘭亭叙

元飄墓誌

元楨墓誌

魏霊蔵造像記

九成宮

孔子廟堂碑

孟法師碑

王勃詩序

王勃詩序

74 75

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【刀】刊
3
刑
4
列
4
初
5
判
5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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